
－ 1 － 

平成 19 年 3 月期 第 3 四半期財務・業績の概況（連結） 
 

 平成 19 年 2 月 7 日 
会 社 名  日本電子材料株式会社 （コード番号： 6855 東証 1 部） 
（URL http://www.jem-net.co.jp） 本店所在地 ： 兵庫県 
代 表 者 役 職 名 ・ 氏 名  代表取締役社長 坂根 英生 
問い合わせ先 責任者役職・氏名  取締役管理部門統括部長 厚地 義尚（Tel：（06）-6482-2007） 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
 税金費用の計上基準およびその他一部の会計処理については簡便的な方法を採用しております。 
②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 
 連 結 （新 規） －社 （除 外） 2 社 
 持 分 法 （新 規） －社 （除 外） －社 
④第 3 四半期連結財務諸表は、独立監査人による関与はありません。 

 
２．平成 19 年３月期第 3 四半期財務・業績の概況（平成 18 年４月１日～平成 18 年 12 月 31 日） 
（1）経営成績（連結）の進捗状況 

（百万円未満切捨） 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益  四半期（当期）純利益  

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

19 年３月期第 3 四半期  12,320 ( 23.1) 2,389 (  51.8) 2,520 (  56.1) 1,568 (  52.7) 

18 年３月期第 3 四半期  10,004 (  3.6) 1,573 (△10.4) 1,615 (△10.0) 1,027 (  5.7) 
（参考）18 年３月期  13,764  2,049  2,123  1,369  

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

 
１株当たり四半期 
（ 当 期 ） 純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後 
1 株当たり四半期 
（ 当 期 ） 純 利 益 

 円 銭 円 銭 
19 年３月期第 3 四半期  148 08 － 
18 年３月期第 3 四半期  96 97 － 
（参考） 1 8 年３月期 123 37 － 

 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第 3四半期におけるわが国経済は、企業収益が高水準で推移し、企業の設備投資、個人消費とも増
加基調となりました。また輸出も好調であり、内外需の増加が続く中、景気は緩やかに拡大しました。 

世界経済は、米国経済については、個人消費の減速により景気拡大テンポが鈍化しましたが、欧州経
済については、設備投資と個人消費の回復により、景気は回復傾向で推移しました。また、東アジアに
ついては、中国で内外需とも力強い拡大が続きました。 

当社グループの主たる事業分野である半導体市場は、NAND 型フラッシュメモリー（電気的に一括消
去・再書き込み可能なメモリー）の価格下落、一部製品における在庫調整等により、下期に入って拡大
テンポにやや減速感がみられたものの、DRAM（記憶保持動作が必要な随時書き込み読み出しメモリー）
の出荷は好調が続き、メーカーの設備投資も積極的であり、総じて好調基調で推移しました。 

このような環境において、当社グループは、上期に引き続きアドバンストプローブカードの拡販を進
めると同時に、次世代アドバンストプローブカードの製品化と量産体制の確立に向けて積極的な設備投
資を行いました。 

製品別では、上期に好調だったNAND 型フラッシュメモリー向けアドバンストプローブカードは、下
期に入って半導体メーカーの生産調整の影響でやや伸び悩みましたが、DRAM向けは VC シリーズを中心
に大きく売上を拡大しました。また、システム LSI 向けは、難易度の高い CE シリーズ（カンチレバー
型プローブカード）を中心に引き続き好調に推移しました。総じて下期に入り減速はしたものの、10～
12 月も前年同期間を上回る売上高を確保しました。 

以上の結果、当第 3 四半期の売上高は 123 億 2 千万円（前年同四半期比 23.1％増）、営業利益は 
23 億 8 千 9 百万円（同 51.8％増）、経常利益は 25 億 2 千万円（同 56.1％増）、四半期純利益は15
億 6 千 8 百万円（同 52.7％増）となりました。
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（2）財政状態（連結）の変動状況 
（百万円未満切捨） 

 総 資 産  純 資 産 自 己 資 本 比 率 １ 株 当 た り 純 資 産  
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

19 年３月期第 3 四半期  16,705 12,255 73.4 1,157 28 
18 年３月期第 3 四半期  14,472 10,600 73.2 1,000 88 
（参考）1 8 年３月期 15,062 11,034 73.3 1,035 95 
 
【連結キャッシュ・フローの状況】 

（百万円未満切捨） 

 
営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー  

投 資 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー  

現 金 及 び 現 金 同 等 物 
期 末 残 高  

 百万円 百万円 百万円 百万円 
19 年３月期第 3 四半期  798 △918 △357 3,168 
18 年３月期第 3 四半期  1,152 △1,328 △350 3,554 
（参考）1 8 年３月期 1,290 △1,452 △312 3,646 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第 3 四半期の総資産は､前連結会計年度末と比べ 16 億 4 千 2 百円増加の 167 億 5 百万円とな

りました。これは主に売上高の増加に伴う受取手形及び売掛金の増加と検査機器等の購入に伴う

有形固定資産の増加によるものであります。 

当第 3 四半期の純資産は 122 億 5 千 5 百万円となりました。これは主に利益剰余金の増加によ

るものであります。 

 
［連結キャッシュ・フローの状況に関する定性的情報等］ 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第 3 四半期における営業活動による資金の増加は 7 億 9 千 8 百万円となりました。これは主

として､税金等調整前当四半期純利益 25 億 1 千 6 百万円､減価償却費 4 億 6 百万円等の増加がある

ものの､売上債権の増加 10 億 4 千 1 百万円､法人税等の支払額 8 億 4 千 2 百万円､たな卸資産の増

加 1 億 6 千 9 百万円､仕入債務の減少 1 億 1 千 5 百万円等の支出要因によるものであります。 

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第 3 四半期における投資活動による資金の減少は 9 億 1 千 8 百万円となりました。これは主

として､有形固定資産の取得による支出 5 億 9 千 6 百万円､投資有価証券の取得による支出 2 億 6

千 4 百万等の支出要因によるものであります。 

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第 3 四半期における財務活動による資金の減少は 3 億 5 千 7 百万円となりました。これは主

として､当社の配当金支払額 3 億 6 百万円及び短期借入金の返済 5 千万円等の支出要因によるもの

であります。 
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［参考］ 
 
平成 19 年３月期連結業績予想（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 
【連 結】 
   （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

通 期 16,000 2,820 1,770 
①1 株当たり予想当期純利益（通期） 

167 円 13 銭 
② 上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
［業績予想に関する定性的情報等］ 

 平成 19 年 3 月期の連結業績の通期の見込については、平成 18 年 8 月 7 日に開示しました内容を変

更しておりません。 

 
 
○添付資料 
 （要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書、 

 （要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 

 
以 上 



[添付資料]

１．（要約）四半期連結貸借対照表

前連結会計年度

増減額

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額

％ ％ ％

Ⅰ 流 動 資 産

現 金 及 び 預 金 3,737,959 3,394,167 3,836,731 △ 442,564

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 4,854,619 6,432,870 5,384,513 1,048,357

た な 卸 資 産 1,052,611 1,111,215 942,567 168,647

そ の 他 654,319 554,149 465,210 88,939

流 動 資 産 計 10,299,510 71.2 11,492,403 68.8 10,629,022 70.6 863,380

Ⅱ 固　定　資　産

有 形 固 定 資 産 2,741,836 3,281,760 2,960,381 321,378

無 形 固 定 資 産 87,960 284,348 115,971 168,377

投 資 そ の 他 の 資 産 1,343,022 1,646,656 1,357,529 289,127

固 定 資 産 計 4,172,819 28.8 5,212,765 31.2 4,433,882 29.4 778,882

14,472,329 100.0 16,705,168 100.0 15,062,904 100.0 1,642,263

Ⅰ 流　動　負　債

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 2,368,697 2,080,105 2,206,220 △ 126,114

そ の 他 864,332 1,724,263 1,222,525 501,738

流 動 負 債 合 計 3,233,030 22.4 3,804,368 22.8 3,428,745 22.7 375,623

Ⅱ 固　定　負　債

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 436,151 444,999 440,400 4,599

そ の 他 203,112 199,836 159,226 40,609

固 定 負 債 合 計 639,263 4.4 644,835 3.8 599,626 4.0 45,208

3,872,293 26.8 4,449,203 26.6 4,028,372 26.7 420,831

前第３四半期

負 債 合 計

（　負　債　の　部　）

（　資　産　の　部　）

資 産 合 計

前連結会計年度当第３四半期

（単位：千円）

科目

（　参　　考　）

（平成18年12月31日現在） （平成18年３月31日現在）（平成17年12月31日現在）

－ 4 －



前連結会計年度

増減額

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額

Ⅰ 資 本 金 983,100 6.8 - - 983,100 6.6 △ 983,100

Ⅱ 資 本 剰 余 金 1,202,500 8.3 - - 1,202,500 8.0 △ 1,202,500

Ⅲ 利 益 剰 余 金 8,368,422 57.8 - - 8,711,240 57.8 △ 8,711,240

Ⅳ その 他有価証券評価差額金 128,338 0.9 - - 137,049 0.9 △ 137,049

Ⅴ 為 替 換 算 調 整 勘 定 △ 68,981 △ 0.5 - - 14,695 0.0 △ 14,695

Ⅵ 自 己 株 式 △ 13,343 △ 0.1 - - △ 14,054 △ 0.0 14,054

10,600,036 73.2 - - 11,034,532 73.3 △ 11,034,532

14,472,329 100.0 - - 15,062,904 100.0 △ 15,062,904

Ⅰ 株 主 資 本

１．資    本   金 - - 983,100 5.9  - - 983,100

２．資  本 剰 余 金 - - 1,202,500 7.2  - - 1,202,500

３．利　益　剰　余　金 - - 9,918,826 59.4  - - 9,918,826

４．自　  己 　株　 式 - - △ 14,506 △ 0.1 - - △ 14,506

株 主 資 本 合 計 - - 12,089,919 72.4  - - 12,089,919

Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等

１．その他有価証券評価差額金 - - 118,088 0.7  - - 118,088

２．為 替 換 算 調 整 勘 定 - - 47,955 0.3  - - 47,955

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 - - 166,044 1.0  - - 166,044

- - 12,255,964 73.4  - - 12,255,964

- - 16,705,168 100.0  - - 16,705,168

（平成17年12月31日現在）

前第３四半期 前連結会計年度

純 資 産 合 計

負債、 少数株 主持分及 び資本 合計

（　資　本　の　部　）

（ 純 資 産 の 部 ）

負 債 純 資 産 合 計

当第３四半期

（単位：千円）

科目

（　参　　考　）

（平成18年12月31日現在） （平成18年３月31日現在）

資 本 合 計
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百分比 百分比 金　　額 百分比

％ ％ ％

Ⅰ 売上高 10,004,815 100.0 12,320,158 100.0 2,315,342 13,764,831 100.0

Ⅱ 売上原価 6,198,608 62.0 7,307,363 59.3 1,108,755 8,619,682 62.6

売上総利益 3,806,207 38.0 5,012,794 40.7 1,206,586 5,145,149 37.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,232,551 22.3 2,623,648 21.3 391,097 3,095,836 22.5

営業利益 1,573,655 15.7 2,389,145 19.4 815,489 2,049,312 14.9

Ⅳ 営業外収益 97,164 0.9 162,432 1.3 65,267 160,032 1.2

Ⅴ 営業外費用 55,785 0.5 30,855 0.3 △ 24,929 85,714 0.6

経常利益 1,615,035 16.1 2,520,722 20.4 905,686 2,123,631 15.5

Ⅵ 特別利益 4,062 0.1 28,129 0.2 24,067 4,574 0.0

Ⅶ 特別損失 - - 32,740 0.2 32,740 - -

1,619,097 16.2 2,516,111 20.4 897,013 2,128,205 15.5

税金費用 591,945 5.9 947,832 7.7 355,886 758,235 5.5

四半期（当期）純利益 1,027,152 10.3 1,568,279 12.7 541,127 1,369,970 10.0

（自　平成18年４月１日

　　至　平成18年３月31日）

科　　目

（単位：千円）

金　　額 金　　額 金　　額

（参考）

２．（要約）四半期連結損益計算書

税金等調整前四半期
（当期）純利益

（自　平成17年４月１日

前連結会計年度当第３四半期前第３四半期
増減額

　　至　平成17年12月31日）　　至　平成18年12月31日）

（自　平成17年４月１日
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

（参考）

前第３四半期 当第３四半期 前連結会計年度

（自　平成17年４月１日 （自　平成18年４月１日 （自　平成17年４月１日

　至　平成17年12月31日) 　至　平成18年12月31日) 　至　平成18年３月31日)

金額 金額 金額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期（当期）純利益 1,619,097 2,516,111 2,128,205

減価償却費 308,086 406,479 445,091

売上債権の増減額 △ 658,732 △ 1,041,710 △ 1,158,492

たな卸資産の増減額 24,050 △ 169,250 151,081

仕入債務の増減額 645,880 △ 115,710 463,134

その他 △ 63,437 13,616 4,473

小計 1,874,944 1,609,535 2,033,494

法人税等の支払額 △ 742,166 △ 842,202 △ 774,613

その他 19,559 31,632 31,781

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,152,338 798,966 1,290,662

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 931,140 △ 596,447 △ 1,171,964

有形固定資産の売却による収入 89,435 45,316 57,377

その他 △ 487,170 △ 367,151 △ 337,423

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,328,875 △ 918,283 △ 1,452,009

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額 △ 90,000 △ 50,000 △ 40,000

配当金の支払額 △ 256,868 △ 306,840 △ 268,460

その他 △ 3,793 △ 452 △ 4,503

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 350,661 △ 357,292 △ 312,963

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 47,655 △ 1,743 86,412

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △ 479,542 △ 478,353 △ 387,897

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 4,034,513 3,646,615 4,034,513

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期（期末）残高 3,554,971 3,168,262 3,646,615

区分
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